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本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利用
者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果を
取りまとめました。
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令和５年度　　今治市野間馬ハイランド指定管理者モニタリング結果
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評価内容

課題

総則 Ａ Ａ

利用状況 Ｂ Ｂ

事業収支 Ａ Ａ

管理運営体制 Ｂ Ｂ

管理運営業務 Ａ Ａ

管理業務については、業務基準
に則り業務を実施している。特
に植栽管理及び清掃管理業務に
ついては、職員全員で積極的に
取り組んでおり、管理運営の基
本方針にあるとおり、清潔感の
ある人の目が行き届いた公園の
管理ができた。

職員一丸となって公園を管理し
ており、いつも手入れが行き届
いていることは高く評価でき
る。
当施設は公園利用としての利用
者も多いことから、来園者に
とって憩いの場となるよう、今
後も公園管理を徹底していただ
きたい。

野間馬保存会の経理に関して
は、越智今治農業組合乃万営農
センター長が担当しており、会
計帳簿の整理や会計伝票の作
成、印鑑の管理などを適切に
行った。また、収支計画に基づ
いて予算執行を行い、今年度も
今治市から飼料価格高騰に対す
る補助金があったので、無事に
施設の管理運営をすることがで
きた。

令和5年度も飼料価格が高騰した
ため、補助金を支出して業務継
続を支援した。各団体等との連
携に取り組み、収入増に努めて
いることは評価できる。今後も
物価高騰は続くことが想定され
るため、野間馬の飼育を第一に
考え、これまで以上に経費削減
に努め、計画的な予算執行に努
めていただきたい。

管理運営体制について一定水準
の取組を行った。外部研修は宮
古島へ初期調教の講習会へ参加
した。また、オンラインで飼養
管理の講習会があり、有益な情
報を得ることができた。内部で
は削蹄の技術研修を実施した。

業務の運営に支障の無いよう
ローテーションが組まれている
とともに、障がい者雇用の前向
きな取組などは評価できる。し
かし、一昨年から職員数が減少
していることが、職員の負担増
になっていないか心配であるた
め、職員の補充に努めていただ
きたい。
職員数が減少している中、内部
研修の実施やオンラインでの講
習を受講するなど、研修体制に
ついても評価できる。

指定管理者自己評価 市による評価

施設の設置目的や管理運営の基
本方針を十分理解して指定管理
者業務を実施している。

適正に業務が実施されており、
平等な利用の確保や施設の設置
目的に沿った管理運営がなされ
ている。

利用者は少し回復し、昨年の約
125.8％となった。１年を通して
利用者はいたが、特に1月、2月
の河津桜の時期は観光バスが連
日たくさん入って賑わった。ま
た、乗馬できる馬が高齢にな
り、連日多くのお客様を乗せる
ことができないためGWは休止し
た。

高齢になっている野間馬の乗馬
による体調管理を優先として、
主要事業である乗馬を休止した
ことは、指定管理者としての管
理運営について評価できる。
今後は乗馬以外にも集客できる
事業の開発に努めていただきた
い。



課題

利用業務 Ｂ Ｂ

飼育管理業務 Ａ Ａ

その他業務 Ｂ Ｂ

修繕業務 Ａ Ｂ

コロナが５類感染症移行とな
り、団体のお客様が少しずつ
戻ってきた。人は動くように
なったが、行動範囲が広くなっ
たせいか、土日祝日は予想より
お客様が少なかった。しかし、
河津桜が咲いている時期は、連
日大型バスが入り、大変賑わっ
た。また、無料の観光雑誌に情
報掲載、撮影や取材対応は積極
的に実施したが、もう少しホー
ムページで更新の頻度をあげて
野間馬ハイランドを紹介する様
に努めたい。

高齢になっている野間馬の乗馬
への体調管理のため、ちびっこ
のまうま祭りを開催できなかっ
たのは残念であるが、無料広告
への掲載やメディア等への取材
対応を積極的に受け入れたこと
は評価できる。
今後はホームページの更新の頻
度を増やし、ＳＮＳを積極的に
活用するなど、今後も施設のＰ
Ｒを図っていただきたい。

鹿児島大学や岡山理科大学、日
本馬事協会等と連携し、野間馬
の繁殖に努めた。また、岡山理
科大学には、採血等による健康
管理や仔馬の死亡原因究明のた
め死亡馬の解剖を依頼した。
馬にストレスが少なく健康に生
活できる環境を考えて、飼育・
繁殖に取り組み、適正頭数を維
持するように努めた。

市指定文化財である野間馬の頭
数維持のため、専門機関と連携
した健康管理などの各取組に対
する体制ができつつある。
今後も計画的な繁殖や利活用馬
の調教などの課題に対して、種
の保存と利活用のバランスを考
慮しつつ、専門機関の知見を取
り入れることにより、解決でき
る体制の構築を図っていただき
たい。

防災マニュアルについては見直
しを行い、省エネ対策について
は、物価高騰の影響を最小限に
抑えるため、必要なもの（馬の
暑さ対策のためのミスト等）以
外には節約するように全職員に
徹底した。
また、乗馬については、高齢に
なっている野間馬の体調管理の
ため人数制限を行い、GWについ
ては行列になるため乗馬を休止
した。8月・9月は猛暑のため短
縮営業とし、野間馬の健康管理
を優先した。

防災マニュアルの見直しを行な
い、経費節減に努め、種の保存
を優先し、当施設が安心・安全
に運営できたことは高く評価で
きる。
今後も施設の適切な運営に努め
ていただきたい。

施設の老朽化による修繕や部品
の交換を行なった。特に、衛生
面を考慮し調教馬場の砂の入れ
替え、野外灯の漏電修繕等を実
施した。

当施設は老朽化が進んでいる部
分が多くなってきているが、積
極的に修繕を実施してもらえた
ことは評価できるが、施設の修
繕については市と協議して実施
するように努めていただきた
い。
今後も予算の状況を見ながら臨
機応変に対応していただきた
い。

指定管理者自己評価 市による評価



課題

備品管理業務 Ｂ Ａ

自主事業 Ｂ Ｂ

地域団体との
連携

Ａ Ａ

利用者
アンケート

Ｂ Ｂ

事故・苦情 Ｂ Ｂ

指定管理者の
経営状態

アンケート結果については満足
いくものであった。また、日々
のミーティングにおいて利用者
の満足度向上に向けて取り組ん
だ。
施設の要望については迅速に対
応した。

施設に対して好印象であるとす
るアンケート結果が多く評価で
きる。
今後も利用者満足度の高水準を
維持し、利用者意見については
早期対応をお願いしたい。

朝礼、終礼のミーティングにお
いて気が付いた事を共有し、問
い合わせがあった場合、適切で
丁寧な対応ができる体制を構築
した。

事故の発生がなく、施設を安全
に運営できたことは評価でき
る。
万が一の状況を想定し、職員間
で適切な対応が取れるよう、引
き続き情報共有できる体制の構
築に努めていただきたい。

事業報告書を確認した結果、指定管理者と
して適切な管理運営が実施できていると認
められた。

一定水準での取組を行うととも
に、既存物品については点検を
行い、適切に使用した。

補助金を活用して備品を購入す
るなど適切に備品の整備ができ
ている。
引き続き、備品の適正な購入及
び管理をお願いしたい。

自主事業として「のまうまの日
（無料体験乗馬）」の実施、の
まうま新聞の発行を行い、一定
水準の取組を行った。

定期的な自主事業の実施によ
り、野間馬のＰＲに努めてい
る。
今後は新たな自主事業の開発に
取り組み、利用者が増えるよう
努めていただきたい。

市内教育機関の遠足や職場体
験、地元乃万小学校の総合学習
や野間馬クラブの受け入れ、地
域清掃活動への積極的な参加や
地域活動への場所の提供などを
通じて、地域団体と良好な関係
が築けた。

市内教育機関の職場体験の受け
入れや、地元小学校との連携に
ついて評価できる。
今後も地域との連携が途絶える
ことのないよう、良好な関係の
維持を図っていただきたい。

指定管理者自己評価 市による評価



B

総　合　コ　メ　ン　ト　（市）

指定管理者である野間馬保存会は、今治市野間馬ハイランド条例及び施行規則並びに業務仕様書に基づ
き、施設の特性を踏まえた管理運営に努めており、指定管理業務は適正に実施されていると認められた。
前年度までのコロナ対策に続き、今年度も高齢になっている野間馬の乗馬への体調管理のため、夏場の乗
馬体験の短縮や、ちびっこのまうま祭りを中止とするなど、市指定文化財である野間馬の種の保存を優先
して、管理運営を行なったことは評価できる。
今後も鹿児島大学や岡山理科大学、日本馬事協会等の専門機関と連携し、野間馬の種の保存と観光資源と
しての野間馬の利活用のバランス調整に努めていただきたい。

指定管理者選定審議会による総合評価
書類審査、指定管理者による事業説明、現地確認及び質疑応答等により管理運営状況を精
査した結果、指定管理者は指定管理業務を適正かつ確実に実施されていると認められた。
市指定天然記念物である野間馬の保存と活用のバランスを重視し、公園管理を含めた野間
馬ハイランドの施設管理に、職員が一体となって尽力されている点や、物価高騰の中、経
営努力して適切な運営がなされていることが評価できる。野間馬ハイランドは野間馬とふ
れあえる貴重な施設であるため、陽を遮るような設備等の生育環境の改善を図るなどし
て、馬にも来場者にも喜ばれる施設を目指してほしい。また、今治市内に設立された岡山
理科大学獣医学部とは、これまで以上に連携を密に取りながら種の保存に取り組んでいた
だきたい。


